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私 は逆 上 して ゐた   ,

宇野千代

つい、昨日のことであつた。五木ひろしが映画 「おはん」の唄の吹き込みをするので、その席に

立ち合つて貰ひたいと、東宝から申込みがあつた。

私は五木ひろしとは会つたことはなかつた。しかし、ずつ と以前のことであるが、五木ひろしが

たつた一人で、シルクロー ドを廻つたときのテレビを見て、感動した記憶があつた。その五木ひろ

しが今度、私の「おはん」の唄の吹き込みをしてくれると言ふのも、あの「おはん」と言ふ小説が

とりもつ縁であると思ひ、私はうちのものたちをつれて、そこへ出掛けた。

夜の九時半を過ぎてゐた。どう言ふわけで、さう言ふ遅い時間を指示 して来たのか私には解 らな
かつたが、しかし私は、唯々諾々としてその指示に従つて、そこへ行つたのであつた。

五木ひろしと並んで、記念写真をとられる。「こんなところへいらしたのは、初めてですか。」と

そのとき、五木ひろしが私に言つたが、私の体のすぐそばに、五木ひろしの体を感 じると、この人
の、何 とも男つぽい肉体的感覚が、満八十六歳の私の体に伝はるや うな気がしたから、不思議であ

る。

五木ひろしの声は何 とも美事なものであつた。あの流行歌 と言ふものに対 して、特別に関心のな

かつた私であつたが、五木ひろしのその体の振動に合せて、自分も体を振動させ、「をんな、をん

な、わたしはをんな」と言ふ、そのさし迫つた演歌の文句によつて、自分がその女になつたや うな

気になつたものである。私はその歌詞が、自分の書いたあの「おはん」の気持ちを歌つたものであ

ることも忘れて、こんなにも逆上 してゐたのである。そ して、か う言ふ現象が、演歌と言ふものに

特有なものであると言ふことも忘れ、その歌詞の最後の二行である「灰になるまで男の胸に、女は

抱かれて夢を見る。」と言ふ巧妙な文句は、これはこの自分のために書かれたものに違ひない、と

思つたとは、何と言ふ滑稽なことであらう。

(『 しあはせな話』中公文庫、15-16頁 )
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(内 田百聞『億劫帳』XII、 中公文庫、54頁 )

いつ迄も生きてゐるので自然年を取る。子供の時に見た年寄 りとかぢぢいとか云ふものの記憶を

自分に就いて思ひ出す。何だか知 らないがぢつ と坐つてゐても手先の用事が馬鹿に忙がしくなつて、

あつちを片附けた りこつちをひろげたり、あんまりちらくら手を動かすので時時引つかかつてそこ

いらの物を引つ繰 り返へすからますます忙がしくなる。む しや くしや して手が二本では足 りないと

思ふ。
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